
［成果情報名］イチゴ長崎型高設栽培「さちのか」における天敵放飼によるハダニ類防除  
［要約］イチゴ長崎型高設栽培「さちのか」において、カブリダニ類（チリカブリダニまた

はミヤコカブリダニ）を11月中旬～下旬、２月下旬、３月中旬～下旬の３回定期的に

放飼することで、ハダニ類の発生を長期間抑制できる。また、ミヤコカブリダニは、

冬期にチリカブリダニより多く定着する。 
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［区分］野菜（生産環境） 
［分類］普及 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
［背景・ねらい］ 

近年、イチゴの生産においては、高設栽培の導入により、省力化や規模拡大が図られて

いる。また、安全・安心な農作物の生産が求められており、これまで地床栽培においては、

重要害虫であるハダニ類に対してチリカブリダニなどの天敵利用が検討され、技術確立し

つつある。しかし､栽培様式を大きく異にする高設栽培においては、これら天敵利用に関す

る知見は少ない。さらに､本県では栽培品種の「とよのか」から「さちのか」への転換後、

ハダニの発生様相に大きな変化がみられ、高設栽培の｢さちのか」においては、ハダニ類が

多発しやすいことが明らかになっている（図３、ながさき普及技術情報第25号、2006）。 
そこで、ハダニ類が多発しやすい長崎型高設栽培「さちのか」において、ハダニ類の天

敵利用による防除技術を確立する。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．イチゴ長崎型高設栽培「さちのか」において、天敵（チリカブリダニまたはミヤコカ

ブリダニのどちらか）を11月中旬～下旬、２月下旬、３月中旬～下旬に放飼すること

で、ハダニ類の発生を長期間抑制できる（図１、図２）。 

２．ミヤコカブリダニは、冬期にチリカブリダニより多く定着する（図２）。 

［成果の活用面・留意点］ 
１．チリカブリダニやミヤコカブリダニの放飼前は、ビニル被覆後、薬剤散布等でハダニ

類の密度を低下（寄生株率10％、複葉当たり0.5頭以下）させる。カブリダニ類の放飼

はその約２週間後に行う。ハダニ類の密度は、ほとんど発生なしが望ましい。また､

放飼前の薬剤の影響日数に注意する。 
２．具体的な放飼時期は栽培やハダニ類の発生状況によって変わるが、ハダニ類の密度が

増加する前にスケジュール的に放飼する。 
３．ミヤコカブリダニは、飢餓耐性が強いため、ハダニ密度を低下させた後の11月放飼に適

する。 

４．放飼量は１回当たり4000～6000頭/10ａを目安とし、秋期の放飼は特に充分量放飼する。 
５．天敵の利用期間中は、他の病害虫防除において天敵に影響の少ない防除体系とする。 
６．カブリダニ類のコストは4000～6000頭/10ａ放飼の場合、1回当たり約13,000～19,000

円である。 



［具体的データ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［その他］ 
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　　　図１　各体系区におけるハダニ類と天敵類の発生（2005年産）
　　　　　　　矢印は天敵の放飼
　　　　　　　ﾁﾘ区：ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ11/10､2.28､3.30　6000頭/10a
　　　　　　　ﾐﾔｺ区：ﾐﾔｺｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ11/10､2.28､3.30　6000頭/10a　
　　　　　　　調査株数各区120株、最低温度８℃、地温１６℃
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　　　　図２　各体系区におけるハダニ類および天敵類の発生（2006年産）

　　　　　　　　矢印は天敵放飼
　　　　　　　　ﾁﾘ区：ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ11/30､6000頭/10a、2.27､4.3､4000頭/10a
　　　　　　　　ﾐﾔｺ区：ﾐﾔｺｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ11/30､6000頭/10a、2.27､4.3､4000頭/10a
　　　　　　　　調査株数各区120株、最低温度８℃、高設の地温１６℃
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図３　各栽培様式（無防除）におけるハダニ類の発生状況(2004年産）
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［その他］ 
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研究期間：2004～2007年度                
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